






















大森晋氏の著者翻訳「The Kyoto Textile Industry’s Product Management Tool」は、これ
まで分業として捉えられてきた西陣織産業を、悉皆屋という存在を軸に、日本の信用システム
の特殊なあり方として理解したものである。これを日本の近代信用史にどのように位置付ける
べきなのか。興味深い問題だと思う。
近代における信用の再構築はグローバル化の一形態であるが、金基淑氏の「テレビ番組から
みる「多文化家族」の葛藤と相互理解─韓国 EBS の『多文化姑婦列伝』を事例に─」は、日
本より格段にグローバル化が進展した隣国韓国の姿を、外国人嫁と韓国人姑のバトルを描いた
ノンフィクション番組の分析を通じて検討したものである。直近の年間婚姻数のおよそ１割が
国際結婚であるという数値にまず驚かされるが、それ以上に、この番組がすでに７年以上 300
話に及んでいるということが、多文化家庭の身近さとこの問題が抱える難しさを示しているだ
ろう。詳しい分析は論文を参照してもらいたいが、そこには異文化による齟齬ばかりでなく、
高齢の姑と孫娘のような外国人嫁との世代間ギャップやジェンダー意識のズレといったものも
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あり、外国人嫁の適応の困難さと姑のいらだちを亢進させている。だが、この番組の面白いのは、
後半の第二部で姑と嫁が嫁の母国を訪れ、異文化体験をするという段が仕組まれており、それ
が両者の一種の理解の契機となることである。これは一種の教育効果を狙った番組作りなのだ
ろう。それほど重要な政策課題になっているといえるかもしれない。いずれにしろ、少子高齢
化の解決手段として国際結婚が進められている以上、適応のみを強制するのではなく、国民の
多くに多文化化の必要を理解してもらう必要があるはずである。
少子高齢化という同様の状況にある我が国においても、国際結婚の奨励はその解決策の一つ
として早晩選択肢の一つとしてあがってくるだろう。私たちにとっても、学ぶべきことは多い
はずである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Y・K）
